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日本海東縁の表層ガスハイドレートのX線CTによる 3次元観察
3D observation of shallow gas hydrates in eastern margin of the Sea of Japan by X-CT
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ガスハイドレートは，水分子でできたケージ（籠）にガス分子が包接された物質である．天然に存在するガスハイド
レートの多くは，メタンを主成分とする天然ガスを包接していることから天然ガスハイドレートと呼ばれ，日本近海の海
底下にもその存在が報告されている（Fujii et al., 2008）．なかでも，日本海東縁に分布する天然ガスハイドレートは海底
直下に存在することから，表層ガスハイドレートと呼ばれている．2000年代半ばからの精力的な調査により（Matsumoto
et al., 2011など），表層ガスハイドレートの分布やその物性などについて調べられている（Lu et al., 2011）．回収された
表層ガスハイドレートを観察していると，フレーク状やラミナ状，あるいは塊状のものなど多様な形で存在していた．ガ
スハイドレートが密集している試料もあり，ガスハイドレート同士の位置関係に興味が持たれた．そこで本研究では，ガ
スハイドレートがどのような産状をしているのかを知るため，堆積物に含まれているガスハイドレートの３次元観察を
X 線 CTにより行った．
保存状況のよい（ガスハイドレートの分解があまり進んでいない）試料を中心に，X-CTにより分析を行った．計測し

た試料は 2010年に行われたMD179航海にて採取された試料である．
得られた画像の輝度値のヒストグラムをみると，堆積物とハイドレート/氷のピークは分離されており，画像上で見分

けることができた．ラミナ状のハイドレート試料が観察されたほか，試料によっては，板状のメタンハイドレートが割
れ，堆積物が貫入するなどの複雑に入り組んだ構造をしたものもみられた．ハイドレート生成後に崩壊などのダイナミッ
クな活動が起こっていることが示唆された．
なお，本研究はMH21のサポートにより実施された．
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